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12月15日～1月3日
槻の木光のファンタジー（プレイベント13：00
～、点灯式17：00～、平鹿生涯学習センター駐
車場）

青い目の人形来日80周年記念式典（13：30～
15：30、横手南小学校体育館）

ケヤキ並木のイルミネーション（～1月7日、大
森庁舎前）

比叡山三十番神神社「大松明」（0：00～、山内筏
地区比叡山三十番神神社境内）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ケヤキ並木のイルミネーション

　除夜の鐘が鳴り終わった１月１日の午前零時過ぎ、山内地
域の『筏の大杉』で知られる比叡山三十番神神社に古くから
伝わる『大松明』の祭典が行われます。長さ５メートルほど
の麻殻の束２本を東西に立てて燃やし、その燃え具合でその
１年の吉凶を占います。その後、大杉の前ではまわし姿の若
者たちによる奉納相撲が披露されます。
◆日　時／１月１日（火）0：00～
◆場　所／山内地域筏地区　比叡山三十番神神社境内
◆問合せ／筏大松明保存会 会長 伊藤茂光さん□53－2359

　大森地域住民にとって冬の風物詩となっている『ケヤキ並
木のイルミネーション』。８年目となる今年は初の試みとし
て、大森庁舎前の８本のケヤキに白色発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）を用いて光をあしらいます。
　幻想的な光の演出に訪れてみてはいかがでしょう。
◆点灯期間／12月21日（金）～１月７日（月）
◆点灯時間／16：00～23：00
◆問 合 せ／大森地域局産業振興課□26－2117

ppppppppppPick upPick upPick upPick upkPick upPick up

ppPick upPick upPick up
■12月21日（金）～１月７日（月）

南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　16日（日） 「ドラえもん　のび太と
　　　　　　ドラビアンナイト」　　　【101分】
　23日（日） 「名探偵コナン　水平線上の陰謀」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【107分】
◆問合せ／南部シルバーエリア□26－3880

●第28回平鹿創作館まつり
　日　時／12月17日（月）10：00～
　場　所／平鹿農家高齢者創作館
　内　容／醍醐地域の高齢者による手作りの
　　　　　お菓子やしめ飾りなどの展示即売
　問合せ／平鹿地域局産業振興課□24-1118

■１月１日（火）

比叡山三十番神神社『大松明』

比叡山三十番神神社で行われる奉納相撲の様子

ひ えい ざん さん ばん じん おお たい まつじゅう

いかだ
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あ
り
が
と
う
大
沢
小
学
校

大
沢
小
学
校
閉
校
式

あいさつを述べる阿部誠校長

全校児童38人が熱い思いを込めて校歌を斉唱。 　

平
成
20
年
３
月
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
大
沢
小
学
校
の

閉
校
式
典
が
12
月
２
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
児
童

38
人
の
ほ
か
、
学
校
関
係
者
や
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど
約

２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　

式
で
は
、
阿
部
誠
校
長
が
「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
輝
き
を
続
け
て
頑

張
っ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
全
校
児
童
が

「
大
沢
小
学
校
と
の
思
い
出
は
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。
そ

の
思
い
出
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
輝
い
て
い
き
ま
す
。
大

沢
小
学
校
、
あ
り
が
と
う
」
と
「
思
い
出
の
こ
と
ば
」
を

述
べ
、
学
校
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
席
者

全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で
は
、
長
い
歴
史
に
思
い
を
は
せ

て
保
護
者
や
卒
業
生
た
ち
が
涙
ぐ
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　

大
沢
小
学
校
は
、
明
治
８
年
に
「
大
沢
学
校
」
と
し
て

創
立
。
以
来
１
３
２
年
に
わ
た
り
３
千
人
以
上
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
閉
校
後
は
福
地
小
学
校
と
統

合
し
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
新
た
な
学
舎
で
学
ぶ
こ
と
と
な

り
ま
す
。
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安
全
で
安
心
な
除
雪
作
業
を
誓
う

横
手
市
除
雪
対
策
本
部
開
所
式

特
選 

田
中
す
も
子
さ
ん（
横
手
市
）

入
選 

遠
藤
し
づ
子
さ
ん（
宮
城
県
）

入
選 

新
目
和
子
さ
ん（
横
手
市
）

入
選 

照
井
賢
子
さ
ん（
横
手
市
）

特
準
選 

永
田
恵
子
さ
ん（
湯
沢
市
）

　

「
た
い
ゆ
う
緑
花
園
」
の
花

を
押
し
花
に
し
て
、
心
に
残
る

一
言
を
書
き
添
え
る
「
押
し
花

に
心
を
そ
え
て
・・・
」
コ
ン
テ

ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
。
２
回
目
と
な
る
今
年
は
、

県
内
外
か
ら
96
点
の
応
募
が
あ

り
、
11
月
30
日
に
開
催
し
た
審

査
会
で
、
特
選
１
点
、
準
特
選

１
点
、
入
選
３
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
花
の
種
類
を
増
や

し
た
た
め
、
応
募
さ
れ
た
作
品

は
色
と
り
ど
り
の
花
々
で
製
作

さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

　

応
募
作
品
は
１
月
中
旬
か
ら

約
１
年
間「
ゆ
と
り
お
ん
大
雄
」

に
展
示
し
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

横
手
市
議
会
11
月
臨
時
会
で
、
議
長
に
田
中
敏
雄
氏
が
再

選
、
副
議
長
に
髙
安
進
一
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
間
も
な
い
新
市
議
会
で
は
、
議
会
の
か
じ
取
り
役
の

改
選
を
任
期
半
分
の
２
年
で
行
う
べ
き
だ
と
の
議
会
内
の
共

通
認
識
に
沿
う
形
で
、
正
副
議
長
が
辞
表
を
提
出
。
辞
職
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
正
副
議
長
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
に
仕
事
や
外
出
さ
れ
る
方

は
、
除
雪
作
業
時
の
事
故
防
止
の

た
め
反
射
材
を
使
用
す
る
な
ど
、

暗
闇
で
も
確
認
し
や
す
い
明
る
め

の
服
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

流
雪
溝
の
蓋
の
開
放
は
大
変
危

険
で
す
。
作
業
後
は
必
ず
閉
め
ま

し
ょ
う
。

「
押
し
花
に
心
を
そ
え
て
・・・
」コ
ン
テ
ス
ト 

入
賞
作
品
決
定

午
前
２
時
半
か
ら
除
雪
作
業
中
!!

〜
安
全
な
除
雪
作
業
に
ご
協
力
下
さ
い
〜

　

平
成
19
年
度
除
雪
対
策
本
部
開

所
式
が
11
月
30
日
、
か
ま
く
ら
館

で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
３
５
０
人

が
出
席
し
、
無
事
故
と
地
域
局
間

の
連
携
を
誓
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
石
川
副
市
長
が
「
除

雪
は
、
冬
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
今
冬
も
昨

年
以
上
の
除
雪
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
事
故
の
無
い
よ
う
、
健
康
に

留
意
し
除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
を
代
表
し
て
、

珍
田
藤
雄
さ
ん
と
小
倉
欽
一
さ
ん

が
「
歩
行
者
に
や
さ
し
い
除
雪
、

出
動
指
令
体
制
の
一
元
化
に
よ
る

効
率
的
な
除
雪
、
安
全
運
転
の
徹

底
を
重
点
項
目
と
し
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
作
業
に
よ
り
、
安
全

で
安
心
な
雪
道
の
確
保
に
努
め
ま

す
」
と
安
全
宣
言
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
市
内
全
域
に
お
け

る
早
朝
除
雪
の
一
斉
出
動
を
、
平

鹿
地
域
局
か
ら
の
指
令
で
各
地
域

局
同
時
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
地
域
局
間
の
路
線
の
均
一
な
路

面
確
保
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
よ

り
効
率
的
な
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

早
朝
除
雪
の
基
準
は
、
午
前
１

時
か
ら
２
時
ま
で
に
降
雪
量
を
計

測
し
、
前
日
午
後
５
時
以
降
、
10

㎝
以
上
か
、
明
け
方
ま
で
に
10
㎝

以
上
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

に
出
動
し
ま
す
。

市
内
の
芸
達
者
た
ち
が
勢
ぞ
ろ
い

第
２
回
　

横
手
市
民
ス
テ
ー
ジ
祭

　

市
内
各
地
域
で
活
動
す
る
芸
術

文
化
団
体
が
一
同
に
会
す
る
「
横

手
市
民
ス
テ
ー
ジ
祭
」
が
12
月
１

日
・
２
日
の
両
日
、
横
手
市
民
会

館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
に
続
き
２
回
目
と
な

っ
た
今
回
は
、
唄
や
踊
り
、
楽
器

演
奏
な
ど
31
団
体
か
ら
総
勢
約
３

５
０
人
が
参
加
し
て
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
年
代
が
次
々
と
繰

り
広
げ
る
芸
能
を
前
に
、
２
日
間

で
１
，
５
０
０
人
の
観
客
が
訪
れ
、

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

議長に田中氏、副議長に髙安氏
昭
和
10
年
６
月
１
日
生
ま
れ
。

平
成
７
年
か
ら
旧
横
手
市
議
会
議

員
を
連
続
３
期
務
め
、
副
議
長
な

ど
を
歴
任
。
平
成
17
年
11
月
か
ら

新
市
議
会
議
長
。

昭
和
24
年
３
月
11
日
生
ま
れ
。

昭
和
63
年
か
ら
旧
大
森
町
議
会
議

員
を
連
続
４
期
務
め
、
議
長
な
ど

を
歴
任
。
平
成
17
年
11
月
か
ら
新

市
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
。

田中　敏雄氏
【
副
議
長
】

【
議
長
】

髙安　進一氏

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

横
手
市
バ
イ
オ
マ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

バイオマスエネルギー利活用についての講演

　

化
石
燃
料
の
代
替
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
と
、
循
環
型

社
会
の
確
立
を
図
り
、
農
業
分
野

で
の
新
た
な
可
能
性
を
見
い
だ
す

こ
と
を
目
的
に
11
月
28
日
、
横
手

市
バ
イ
オ
マ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
平

鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
動
植
物
か

ら
生
ま
れ
た
再
生
可
能
な
有
機
物

資
源
で
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ

や
家
畜
の
排
せ
つ
物
、
下
水
汚
泥

な
ど
が
そ
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
バ
イ
オ
マ
ス

を
施
設
に
集
め
、
電
気
や
エ
タ
ノ

ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
に
変

換
し
た
も
の
が
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
、
全
国
各
地
で

利
用
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
も
、

今
年
３
月
に
『
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
』
を
公
表
し
、
そ
の
利
活

用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
初
め
に
講
演
が
行

わ
れ
、
日
本
大
学
大
学
院
教
授
の

野
池
達
也
氏
が
『
バ
イ
オ
マ
ス
に

よ
る
地
球
環
境
保
全
』
を
テ
ー
マ

に
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

積
極
的
な
利
活
用
が
地
球
環
境
保

全
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
提

唱
。
続
い
て
、
東
京
大
学
教
授
の

迫
田
章
義
氏
が
『
持
続
可
能
な
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
を
め
ざ
し
て
』

と
題
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
た
計
画

作
り
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
秋
田
県
菜
の
花
バ
イ

オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ー
ム
と
岩
手
県

奥
州
市
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、

大
勢
の
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

さ
こ

だ

あ
き
よ
し

の

い
け
た
つ

や
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地方債残高
575億9,681万円

市民１人あたり
　　＝55万2,191円

■お知らせします　平成19年度予算執行状況

◎平成19年度予算執行状況
【１】収入及び支出の概況（普通会計）

【１】収入及び支出の概況（普通会計）

【２】実質公債費比率（県内自治体から抜粋）

■一時借入金現在高

【４】地方債及び一時借入金現在高
■地方債現在高（普通会計分）
家庭における各種ローンのように、市の事業に必要な資金が
不足した場合には、借り入れをして不足分をまかなうことが
あります。このうち、施設や道路などの建設、災害復旧など
にあてられ、年度を越えて返済するものが地方債です。

一時借入金は、年度内に不足した
現金を補うための借入金です。

○総　 務 　債… 39億6,018万円
○民 　生　 債… 30億9,006万円
○農林水産業債… 69億6,280万円
○土 　木 　債…125億1,654万円
○消 　防 　債…  9億9,561万円
○教 　育 　債… 64億  326万円
○そ 　の 　他…236億6,836万円
　（衛生債・労働債・災害復旧債等）

収入率
執行率

38.2%
41.0%

39.9%
41.9%

42.2%
42.0%

12.2%
28.2%

37.8%
43.2%

33.3%
38.4%

36.0%
31.2%

9.8%
27.4%

33.5%
21.7%

54.1%
44.9%

118.6%
46.6%

67.8%
35.9%

5.8%
37.5%

収入済額
支出済額

42億3,963万円
45億4,328万円

46億5,913万円
48億8,928万円

28億6,634万円
28億5,438万円

4億  945万円
9億4,661万円

6億9,161万円
7億9,186万円

1億3,308万円
1億5,324万円

2億9,101万円
2億5,195万円

5,043万円
1億4,125万円

2,765万円
1,789万円

2億4,711万円
2億  482万円

1,198万円
471万円

4,418万円
2,336万円

600万円
3,880万円

予 算 額

110億9,414万円

116億8,186万円

67億9,753万円

33億5,904万円

18億3,105万円

3億9,927万円

8億  798万円

5億1,521万円

8,249万円

4億5,666万円

1,010万円

6,512万円

1億  354万円

会　計　別

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

特別養護老人ホーム
特別会計

簡易水道事業特別会計

市営温泉施設特別会計

集落排水事業特別会計

浄化槽市町村整備推進事業
特別会計

介護老人保健施設特別会計

居宅介護支援事業特別会計

指定通所介護事業特別会計

地域包括支援センター事業
特別会計

特別会計とは、特定の歳入歳出を普通会計と区別して処理す
るための会計です

【５】特別会計の執行状況

普通会計とは、個々の地方公共団体ごとに各会計の範囲が異
なることから、自治体間の財政比較ができるようにするため、
地方財政統計上で共通して用いられる会計区分で、横手市で
は一般会計、土地区画整理事業特別会計、前郷墓園造成事業
特別会計、障害者支援施設特別会計の４つの会計を合わせた
ものを普通会計としています。

実質公債費比率は、公債費負担（借金返済）の度合いを
測る指標で、18％を超えると地方債協議団体から地方債
許可団体に移行し、25％を超えると起債制限団体となり
単独事業の起債が一部認められなくなります。

横手市………20.1％　　大仙市………17.6％
秋田市………15.5％　　仙北市………20.2％
能代市………17.5％　　湯沢市………16.8％

◎平成18年度決算

　平成18年度決算及び平成19年度上半期（平成
19年９月30日現在）における市の財政状況につ
いてお知らせします。
　予算等に関するお問い合わせは、市財務部財
政課（　35－2167）までお願いします。

平成18年度決算
及び平成19年度
予算執行状況

お知らせします

219億7,308万円
（予算に対し44.9％）

これまでに収まった額

166億4,316万円
（予算に対し34.0％）

これまでに使った額

【歳 入】 【歳 出】

支出合計
492億5,320万円
○人件費
　101億5,745万円
○扶助費
　57億9,209万円
○物件費
　68億4,082万円
○維持補修費
　2億8,369万円
○補助費等
　19億9,947万円
○建設事業費
　79億2,242万円
○公債費
　83億5,564万円
○その他（操出金等）
　79億162万円

収入合計
504億145万円
○市税
　83億2,678万円
○地方消費税交付金
　10億173万円
○地方交付税
　196億1,916万円
○分担金・負担金
　5億1,001万円
○使用料・手数料
　8億5,037万円
○国庫支出金
　35億261万円
○県支出金
　30億1,527万円
○諸収入
　19億6,526万円
○財産収入
　4億3,938万円
○繰越金
　14億7,266万円
○市債
　61億3,960万円
○その他（交付金等）
　35億5,862万円

【３】企業会計の執行状況
　企業会計とは、市などが行う公営企業の会計のことで、水
道、病院、ガス、電気など地方公営企業法の適用を受ける公
営企業のうち、横手市では病院事業（横手病院と大森病院）
と水道事業が対象となります。

資産の部

■病院事業
【貸借対照表】 （平成19年９月30日現在）

負債・資本の部
固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

68億  461万円
33億1,629万円

101億2,090万円

流 動 負 債
資 本 金
剰 余 金

合 計

1億9,016万円
98億6,172万円

6,902万円

101億2,090万円

費　　用
【損益計算書】 （平成19年４月１日から９月30日）

収　　　益
医 業 費 用
医業外費用
特 別 損 失

合 計

30億  452万円
1億  758万円

5万円

31億1,215万円

医 業 収 益
医業外収益
当期純損失

合 計

29億  640万円
1億3,385万円
7,190万円

31億1,215万円

資産の部

■水道事業
【貸借対照表】 （平成19年９月30日現在）

負債・資本の部
固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

172億  366万円
21億  283万円

193億  649万円

流 動 負 債
資 本 金
剰 余 金

合 計

6,690万円
133億9,546万円
58億4,413万円

193億  649万円

費　　用
【損益計算書】 （平成19年４月１日から９月30日）

収　　　益
営 業 費 用
営業外費用
特 別 損 失
当期純利益
合 計

4億6,606万円
1億9,256万円

6万円
4,836万円

7億  704万円

営 業 収 益
営業外収益

合 計

7億    8万円
696万円

7億  704万円

【２】市税収入及び負担状況
　市税は、市民の皆さんや企業などから納めていただいた税
金であり、市の事業を行う上で欠くことの出来ない貴重な財
源となっています。
　なお、入湯税は、観光施設や消防施設の整備、観光振興事
業などにあてる財源となっています。

市民税
15億4,682万円
【35.1％】

固定資産税
23億4,511万円
【53.3％】

軽自動車税
2億986万円
【4.8％】

その他
176万円
【0.1％】

入湯税
4,404万円
【1.0％】

市たばこ税
2億5,026万円
【5.7％】

　合計
43億9,785万円

市民１人あたり＝4万2,163円
（104,306人／平成19年９月30日

住民基本台帳人口）

489億6,627万円
予算額

○市税
　43億9,785万円
○地方消費税交付金
　5億7,444万円
○地方交付税
　129億5,781万円
○分担金・負担金
　2億3,035万円
○使用料・手数料
　3億921万円
○国庫支出金
　7億1万円
○県支出金
　5億8,273万円
○諸収入
　5億880万円
○財産収入
　8,275万円
○繰越金
　11億5,834万円
○市債
　820万円
○その他（交付金等）
　4億6,259万円

○総務費
　23億1,535万円
○民生費
　43億2,814万円
○衛生費
　12億9,056万円
○労働費
　1億876万円
○農林水産業費
　5億8,688万円
○商工費
　9億5,378万円
○土木費
　12億343万円
○教育費
　18億3,867万円
○公債費
　24億5,053万円
○その他
　（議会費、消防費等）
　15億6,706万円

借入限度額
借入現在高

80億円
-
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　市では、市職員の給与の実態を市民の皆さん

にご理解いただくために、年１回その状況を公

表することにしています。ここでは、そのあら

ましについてお知らせします。

　市職員の給与は、基本となる給料と、扶養手

当や通勤手当等の諸手当から構成されており、

その内容は、民間の給与水準を基にした人事院

勧告や国、県の動向を踏まえ、市議会での審議

を経て、条例で定められています。

平成19年4月1日現在

平成19年4月1日現在

区分

１級

２級

３級

４級

５級

６級

７級

職員数

31人

106人 

271人

150人

135人

111人

9人

構成比

3.8％

13.0％ 

33.3％ 

18.5％ 

16.6％

13.7％ 

1.1％

標準的な職務内容

主事、技師

主任

副主査

主査

副主幹

次長、課長、主幹等

部長、事務所長、局長

一般行政職の級別職員数の状況

■お知らせします　市職員の給与の状況

※市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職員の給料は、職務と責任の度合いに応じ、級ごとに区分さ
れていますが、ここでは一例として一般行政職分のみを掲載
します。

　各部門の職員数の増減の主な理由は、合併に伴い組織機構
が一新されたためです。中でも民生部門及びその他部門で大
きく減少したのは、保育所及び老人介護施設等に勤務する臨
時職員が数値から除かれたことによるものです。

人件費と職員給与費の状況職員手当の状況

歳出額（Ａ）
492億5,319万円

給与費（Ａ）
76億1,882万円

人件費（Ｂ）
101億5,745万円

その他職員手当
7億3,792万円

期末・勤勉手当
19億9,590万円

給料
48億8,499万円

●人件費率(B/A)
　＝20.6％

●給与費（Ａ）
　76億1,882万円
●職員数（Ｂ）
　1,273人

給与費（Ａ）　76億1,882万円
職員数（Ｂ）　1,273人

＝598万円

■人件費の状況

■職員給与費の状況

■職員１人当たりの給与費

（平成18年度普通会計決算） ※平成18年度地方財
　政状況調査の数値

（平成19年度普通会計予算）

※人件費には、一般職と特別
職の職員の給与、報酬のほか
共済組合負担金、退職手当、
公務災害補償費等を含みます。

※給与費は当初予算計上額。
※職員給与費には、給料及び
扶養、通勤、住居等の諸手当を
含み、退職手当は含みません。

※下記手当の金額は、国と同じです。■扶養手当、住居手当、通勤手当（平成19年4月1日現在）
金　　額

13,000　円

11,000　円

6,500　円 

6,500　円 

5,000　円 

2,500　円 

27,000　円 

13,500　円 

55,000　円 

2,000～24,500　円

内　　　　　　容

配偶者

　　　　配偶者がいない職員の扶養親族

　　　　配偶者がいる職員の扶養親族

　　その他１人につき

　　16歳から22歳までの子１人につき加算

持家（新築または購入から５年まで）

借家・借間（上限額）

単身赴任職員の配偶者の借家・借間（上限額）

交通機関利用の場合（上限額）

自動車等の場合（通勤距離に応じて）

配
偶
者
以
外

１
人
目

住居手当
（月額）

通勤手当
（月額）

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時職員及び非常勤職員は除いています。
（公営企業管理者は含まず、教育長、消防長は含みます）
※「その他」部門には、国保、介護保険、温泉の各事業が含まれます。

部門別職員数の状況

※支給割合は、県と同じです。
※職務上の段階、職務の級等に応じ、加算措置があります（5～15％）。

■期末・勤勉手当の支給割合（平成19年12月1日現在）
支給月
６月
12月
計

期末手当
1.40月分 
1.50月分 
2.90月分

勤勉手当
0.725月分 
0.725月分 
1.450月分

平成19年度
8 
233 
64 
204 
116 
1 
97 
43 
100
866 
166 
165 
331 
329 
41 
32
243 
645
1,842

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農水
商工
土木
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他
小計

平成18年度
8 
253 
69 
221 
117 
1 
97 
41 
97 
904 
175 
165 
340 
313 
41 
32 
229 
615 
1,859

 0 
△ 20 
△  5 
△ 17 
△  1 

0 
0 
2 
3 

△ 38 
△  9 

0 
△  9 
16 
0 
0 
14 
30 

△ 17

職員数
対前年増減数部　　門

一般行政部門

特別行政部門

公営企業部門

合　　　計

■退職手当の支給割合（平成19年度）
区　分
自己都合
勧奨・定年

20年
23.500月分
30.550月分

25年
33.500月分
41.340月分

35年
47.500月分
59.280月分

最高限度
59.280月分
59.280月分

※定年前早期退職特例措置があります（2～50％）。
※支給割合は、国と同じです。

特別職の報酬等の状況

区　　分
市長
副市長
区長
識見監査委員
議長
副議長
議員

給料（報酬）月額
820,000 円
658,000 円 
500,000 円 
494,000 円 
456,000 円 
411,000 円 
384,000 円

期末手当

給
料

報
酬

６月期　1.60月分
12月期　1.65月分
　計　　3.25月分

■特殊勤務手当（平成18年度実績）
支給総額

１人当たり平均支給額
職員全体に占める支給職員の割合

手当の数（12種類）

19,176 千円
102,000 円　
15.7 ％　

防疫等作業、高所作業、用地
交渉等、夜間特殊業務、夜間
看護業務、介護等業務、行旅
死病取扱、清掃業務等、災
害・緊急出動、救急救命処置
業務、潜水作業、火葬業務

※上表は普通会計分を掲載しています。

※上表は普通会計分を掲載しています。
※時間外勤務手当には、休日勤務手当を含んでいます。

■時間外勤務手当（平成18年度実績）
支給総額

１人当たり平均支給額
265,339 千円
357,600 円　

各年度4月1日現在（単位：人）

■問合せ　市総務企画部人事課（　35－2163）

市職員の
給与の状況

お知らせします

平成19年4月1日現在

平成19年4月1日現在

職員の給料の状況

■初任給

職員の給与は、職種、学歴、経験年数などにより決定されま
すが、ここでは一例として一般行政職分のみを掲載します。

     区   分

大学卒

高校卒

初任給

172,200円

140,100円

採用２年経過後の給料額

184,200円

148,500円
一般行政職

平成19年4月1日現在■平均給料月額と平均年齢

区分

一般行政職

平均年齢

42.8歳

平均給料月額

324,900円

■経験年数別、学歴別平均給料月額

区分

大学卒

高校卒

7年以上10年未満

236,500円

192,600円

10年以上15年未満

274,400円

235,400円

15年以上20年未満

324,600円

279,800円
一般行政職

扶養手当
（月額）
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る
方
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
等

に
よ
り
、
市
町
村
に
個
別
に
納
め

ま
す
（
普
通
徴
収
）
。

※
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
、
通

　

常
の
保
険
証
よ
り
有
効
期
間
の

　

短
い
保
険
証（
短
期
被
保
険
証
）

　

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
滞

　

納
が
１
年
以
上
続
い
た
場
合
は
、

　

保
険
証
を
返
還
し
て
も
ら
い
資

　

格
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

■
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
に
な
っ

　

て
い
る
方

　

制
度
開
始
前
に
老
人
医
療
対
象

者
で
、
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
に

な
っ
て
い
た
方
は
、
被
保
険
者
の

資
格
を
得
た
日
の
あ
る
月
か
ら
、

２
年
間
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
た
に
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か
月
間

の
保
険
料
は
無
料
と
な
り
、
平
成

20
年
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま

で
の
６
か
月
間
は
、
均
等
割
額
を

５
割
軽
減
し
て
、
さ
ら
に
９
割
軽

減
し
た
金
額
（
１
、
９
０
０
円
）

を
保
険
料
と
し
て
お
支
払
い
い
た

だ
く
と
い
う
対
策
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
加
入
者
及
び
国

　

民
健
康
保
健
組
合
加
入
者
は
、

　

該
当
し
ま
せ
ん
。

■
所
得
が
低
い
方

　

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
、
均
等

割
額
（
３
８
、
４
２
６
円
）
を
７

割
・
５
割
・
２
割
の
区
分
で
軽
減

し
ま
す
（
軽
減
措
置
の
詳
細
は
、

下
表
参
照
）
。

　

所
得
に
応
じ
て
、
保
険
料
や
医

療
機
関
を
受
診
す
る
際
の
自
己
負

担
割
合
な
ど
が
決
定
し
ま
す
。
所

得
や
年
金
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

所
得
の
申
告
を
毎
年
忘
れ
ず
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【問合せ】　◇秋田県後期高齢者医療広域連合　018-838-0610
　　　　　◇市福祉環境部 国保市民課（大雄庁舎内）老人保健担当　35-2186

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

保険料について

対
象
と
な
る
方
（
被
保
険
者
）

保
険
料
の
決
ま
り
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
軽
減
措
置

所
得
の
申
告
に
つ
い
て

秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
率

保
険
者
と
市
の
役
割

平成20年

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
新
し
い
医
療
制
度

　

現
在
、
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
の
方
は
、

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の

医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
た
上
で
、

老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
等
か
ら
脱
退

し
、
新
た
に
独
立
し
た
医
療
保
険
制

度
と
な
る「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
移
行
し
、
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

制
度
の
運
営
は
、
秋
田
県
内
全
て

の
市
町
村
が
加
入
す
る
「
秋
田
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
（
以
降

「
広
域
連
合
」
）
が
行
い
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
運
営
す
る
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

■
75
歳
以
上
の
方

■
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
な
ど
の
一

　

定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
の
方

※
被
保
険
者
の
資
格
を
得
る
の
は
、

次
の
場
合
で
す
。

・
75
歳
の
誕
生
日
当
日

・
75
歳
以
上
の
方
が
県
内
に
転
入
し

　

て
き
た
と
き

・
65
歳
以
上
の
方
が
一
定
以
上
の
障

　

が
い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
と
き

※
平
成
20
年
３
月
中
に
、
被
保
険
者

　

の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
後
期

　

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
お

　

届
け
し
ま
す
。
大
切
に
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
。

　

県
内
全
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る

広
域
連
合
が
、
被
保
険
者
の
認
定
や

保
険
料
・
給
付
の
決
定
な
ど
、
制
度

の
運
営
全
般
を
行
い
ま
す
。

■
広
域
連
合
の
主
な
業
務

・
被
保
険
者
の
加
入
・
脱
退
や
保
険

　

証
の
交
付

・
保
険
料
額
の
決
定
、
賦
課

・
給
付
に
関
す
る
決
定

・
保
健
事
業
の
実
施

■
市
の
主
な
業
務

　

市
（
各
地
域
局
）
で
は
、
保
険
料

の
徴
収
や
保
険
証
の
引
渡
し
、
給
付

に
関
す
る
各
種
申
請
の
受
付
な
ど
、

窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

病
気
や
ケ
ガ
で
医
療
機
関
に
か
か

っ
た
と
き
の
医
療
費
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
の
給
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
医
療
機
関
の
窓
口
で
は

　

現
在
の
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け

る
場
合
と
同
じ
負
担
割
合
で
す
。

・
一
般
の
方
…
１
割

・
現
役
並
の
所
得
が
あ
る
方
…
３
割

■
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に

自
己
負
担
が
発
生
し
て
い
る
場
合
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
１
年
間
分
の
額

に
つ
い
て
上
限
額
が
設
け
ら
れ
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
ポ
イ
ン
ト

給
付
と
自
己
負
担

■所得が低い方に対する均等割額の軽減措置

　※65歳以上の公的年金所得については、さらに所得金額から高齢者特別控除15万円を差し引きます。
　※世帯主が後期高齢者医療制度の被保険者でない場合でも、その方の所得は軽減判定の際の対象とな
　　ります。

総所得金額が下記の金額を超えない世帯

33万円（基礎控除額）

33万円（基礎控除額） ＋ 24万５千円 × 被保険者の数（被保険者である世帯主を除く）

33万円（基礎控除額） ＋ 35万円 × 被保険者の数

軽減割合

７割

５割

２割
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り
、
平
成
19
年
以
降
の

し
た
た
め
、
所
得
税
の

別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン

き
れ
な
い
分
が
生
じ
た

翌
年
度
の
住
民
税
か
ら

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

は
、
期
日
ま
で
申
告
書

す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き

。除
を
受
け
て
お
り
（
平  

に
入
居
し
た
方
）
、
次 

該
当
す
る
方

よ
り
、
所
得
税
額
が
減

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能

額
を
上
回
り
、
控
除
し 

っ
た
方

か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除 

得
税
額
を
上
回
り
、
控

い
分
が
あ
っ
た
が
、
税

り
、
控
除
し
き
れ
な
い

き
く
な
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
20

で
に
、
「
市
民
税
・
県 

金
等
特
別
税
額
控
除
申

し
て
く
だ
さ
い
。 

み
で
所
得
税
の
確
定
申 

　
　

告
を
さ
れ
な
い
方

　
　

▼
例
年
ど
お
り
、
年
末
調
整
時
期
ま

　
　

で
に
所
得
税
の
「
住
宅
借
入
金
等
特

　
　

別
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
、
そ
の

　
　

後
、
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
る
源
泉

　
　

徴
収
票
と
市
民
税
・
県
民
税
住
宅
借

　
　

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
（
給

　
　

与
収
入
の
み
を
有
し
、
確
定
申
告
書

　
　

を
提
出
し
な
い
納
税
義
務
者
用
）
を

　
　

そ
の
年
の
１
月
１
日
に
居
住
す
る
市 

　
　

町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

　
　

▼
確
定
申
告
時
に
、
市
民
税
・
県
民

　
　

税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

　
　

告
書
（
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
納

　
　

税
義
務
者
用
）
を
税
務
署
、
ま
た
は

　
　

そ
の
年
の
１
月
１
日
に
居
住
す
る
市

　
　

町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

こ
の
控
除
は
、
平
成
20
年
度
分
か
ら
平

成
28
年
度
分
ま
で
の
個
人
住
民
税
に
お
い

て
適
用
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

こ
の
期
間
、
毎
年
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
税
率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽

減
を
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変
更
に
よ
る 

税
負
担
の
影
響
の
み
を
受
け
る
方
に
は
、 

納
付
済
み
の
平
成
19
年
度
住
民
税
額
か
ら
、

税
源
移
譲
で
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当

額
を
還
付
し
ま
す
。

■
対
象 

　

平
成
19
年
の
所
得
が
減
っ
て
所
得
税
が

　

課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
方 

　

（
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
、

　
　

海
外
転
出
で
平
成
20
年
１
月
１
日
現

　
　

在
、
国
内
に
居
住
さ
れ
て
い
な
い
方

　
　

に
は
、
こ
の
経
過
措
置
は
適
用
さ
れ

　
　

ま
せ
ん
） 

■
対
象
者
へ
の
通
知 

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
来
年
６
月 

　

下
旬
頃
に
通
知
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　

（
平
成
19
年
１
月
１
日
と
平
成
20
年
１

　
　

月
１
日
の
い
ず
れ
の
日
に
も
市
内
に

　
　

住
所
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
）
　

■
申
告
方
法 

　

来
年
の
７
月
中
に
、
平
成
19
年
１
月
１

　

日
現
在
の
住
所
地
が
あ
る
市
町
村
へ
減

　

額
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
他

　

の
市
町
村
へ
転
居
さ
れ
た
方
は
、
申
告

　

先
を
お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。 

　

こ
れ
ま
で
の
申
告
で
は
、
期
間
中
、
申

告
相
談
を
毎
日
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

来
年
２
月
か
ら
行
わ
れ
る
申
告
で
は
、
申

告
相
談
を
行
わ
な
い
日
が
あ
り
ま
す
（
横

手
地
域
局
を
除
く
）
。
来
年
１
月
に
は
日

程
表
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

■
申
告
期
間 

　

平
成
20
年
２
月
１
日
〜
３
月
17
日 

　

（
期
間
中
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
日
程

　
　

表
を
ご
参
考
く
だ
さ
い
）

■
申
告
相
談
受
付 

　

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
３
時 

　

※
午
前
中
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
午

　
　

前
中
に
受
け
付
け
を
し
た
方
で
も
午

　
　

後
の
申
告
相
談
と
な
る
場
合
が
あ
り

　
　

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

■
申
告
相
談
会
場 

　

申
告
期
間
中
、
市
役
所
市
民
税
課
及
び

各
地
域
局
市
民
生
活
課
窓
口
で
は
申
告
相

談
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
次
の
各
会
場

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　

・
横
　

手
　

横
手
庁
舎
２
階
会
議
室

　

・
増
　

田
　

増
田
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル 

　

・
平
　

鹿
　

平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

　

・
雄
物
川
　

雄
物
川
庁
舎
２
階
会
議
室

　

・
大
　

森
　

大
森
庁
舎
３
階
集
会
室 

　

・
十
文
字
　

十
文
字
庁
舎
２
階
会
議
室 

　

・
山
　

内
　

山
内
公
民
館

　

・
大
　

雄
　

農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　
　

流
通
対
策
室

　　

■
問
合
せ

　

市
財
務
部
市
民
税
課（
横
手
庁
舎
２
階
）

　
　

３
２
―
２
５
１
０
、
ま
た
は
各
地
域

　

局
市
民
生
活
課
税
務
担
当
へ

金
等
特
別
税
額

告
に
つ
い
て

◆
所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税

　

の
還
付
に
つ
い
て

◆
市
県
民
税
申
告
相
談
の
日

　

程
が
変
わ
り
ま
す

償却資産の申告もお忘れなく！償却資産の申告もお忘れなく！
　

　　 
  工場や商店などを経営されている方や、駐車場やアパートを貸し付けている方、農業を営む方がその事業
のために用いる構築物・機械・器具・備品等を「償却資産」といい、土地や家屋と同じように固定資産税が
課税されます。この「償却資産」の申告は、税務署等への「所得の申告」のほかに、毎年、市役所資産税課
への申告が必要です。個人事業主の方や農家の方も忘れずに申告してください。
　昨年、事業用の申告をされた方には、今月末頃までに申告書を市から郵送します。また農家の方は、この
市報と一緒にお届けしている「農業用償却資産申告書」を提出してください。今まで申告をされていなかっ
た方や、新しく事業を始めた方、新しくアパートのオーナーになられた方などは、市のホームページからも
申告書をダウンロードできますのでご利用ください。申告書は、資産税課および各地域局市民生活課税務担
当にも用意しています。

◆対　　象　毎年１月１日現在の償却資産の所有者     ◆提 出 先  市財務部資産税課（横手庁舎２階）ま
◆申告資産　土地及び家屋以外の有形固定資産で、　　             たは各地域局市民生活課税務担当　            
            所得税法または法人税法の所得計算上、　 ◆問 合 せ　市財務部資産税課  32-2767 
            減価償却の対象にできる資産             　　　　　　 
◆評価額の算出方法　　
　　　　　　資産の取得時期、取得価格、及び耐用　　　　　 
            年数を基に取得後の経過年数に応ずる　　　　　　 
            減価を考慮して評価額（価格）を算出        
            します
◆免 税 点　評価額合計（課税標準額）が総額で150    
         万円未満の場合は課税されません 
◆提出期限　平成20年１月31日（木）

申告の変更について 　　　～市民税課からのお知らせ～
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市からのお知らせ 政情報便行

家電製品の適正な処理をお願いします
　 

　 
　テレビ・冷蔵庫等のリサイクル対象家電製品は、法
律により処理方法が定められています。最近、使用済
み家電製品の回収と称して有料で回収し、山中などに
不法投棄する悪質な業者がいるようです。 
　家電品の不法
防止とリサイク
進のため、不要
った使用済み家
は、販売店等で
正な処理をお願
ます。 
　詳しくは「横
家庭ごみ分別お
け帳」、または
店等にてご確認
さい。 

◆問合せ　市福

自治区（旧市町村）に地域協議会を設
議会では市長や市の機関からの諮問事
する重要事項など、地域に係わるもの
います。地域協議会の委員は15名以内
団体が推薦する方、識見を有する方、
成されています。
の任期満了にともない各地域協議会の
ます。希望される方は住所のある地域
さい。なお、応募に必要な書類等は各
にお問い合わせください。 

域内に住所があり、無報酬で協力いた 
る方 
域局若干名

20年１月10日（木） 
手 32-2701　増　田　45-5510 
鹿 24-1111　雄物川　22-2111 
森　26-2111　十文字　42-5111 
内 53-2111　大　雄　52-2111　

◆日　　時　
◆申込方法　
　　　　　　
　　　　　　
◆申込期限　
　※お１人に
◆申込み・問
　市総務企画
  　35-2221、

ご参加ください！ 平成20年横手市新春賀詞交歓会
     新年のあいさつと情報交換の場として、市民の皆さ 
   んや会社・事業所、官公庁の方など、どなたでもご参 
   加いただけます。市内各地域の物産や芸能も登場して 
   にぎやかに開催します。 

   ◆期　日　平成20年１月４日（金） 
   ◆時　間　午後３時30分～５時 
   ◆場　所　平鹿生涯学習センター（旧平鹿町中央公民館） 
　　　　 　  ※地域局前から送迎バスを運行しますので 
　　　　  　 　ご利用ください 
   ◆会　費 　１,０００円（軽食と飲み物付き）
   ◆問合せ　市総務企画部企画課広報広聴担当（本庁南 
　　   　　　庁舎内）　35-2162

　

　 

  国の医療制度改革により、これまで市で行ってきた「基本健康診査」が廃止となり、新た
に「特定健康診査」と「後期高齢者健康診査」が実施されます。 
  これは、皆さんが加入している医療保険者が実施するもので、市の健診では次の方が対象
になります。 

　①40歳から74歳までの国民健康保険に加入されてい 
    る方と生活保護を受けている方 
　②75歳以上の後期高齢者医療の被保険者 
　  （糖尿病等の生活習慣病で既にかかりつけ医に受 
      診している方を除く） 

　社会保険等に加入している被扶養者の特定健診 
については、各保険者から連絡がありますのでご 
注意ください。健診の受診については、国保、社 
保の被扶養者も今までと変わりなく受けられます 
ので、ご理解ください。
  　 

 

　　         
　   
　
　　　　　　　　　　　　　　　 
                              

    　
　 

◆問合せ　市福祉環境部保健衛生課（大雄庁舎内）　35-2185

平成20年度から市の健診が変わります平成20年度から市の健診が変わります平成20年度から市の健診が変わります平成20年度から市の健診が変わります

基本健康診査　          
　横手市に住所のある方（40歳以上） 

 後期高齢者健康診査
 　・後期高齢者医療保険の被保険者
    （75歳以上、※一定の障害のある 
      方は65歳以上）
   ・生活保護を受けている方 
    （75歳以上)※糖尿病等の生活習 
     慣病で既にかかりつけ医に受診
     している方を除く

  生活機能評価、各種がん検診、骨粗鬆症検診、
生活習慣病予防健診は従来どおり実施します。

  ●特定健康診査とは
　  内臓脂肪症候群に着目し、その要因となっ
    ている生活習慣を改善するための健診です。
  ●後期高齢者とは
　  75歳（一定の障害のある方は65歳）以上の
    方です。

【平成19年度まで】

　平成20年度の健診受診希望者を把握するため、「健診申し込み調べ」を行います。調査対
象となる健診は「特定健康診査」、「各種がん検診」、「骨粗鬆症検診」、「生活習慣病予防健
診」です。１月以降、順次各世帯あてに調査票を配布しますので、ご協力をお願いします。

 《平成20年度の健診申し込み調べを行います》

 《健診の変更内容》

平成19年横手市新春賀詞交歓会

そ しょう
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地域の

実験のおもしろさを体感
■理科おたのしみ広場（平鹿）
　実験を通して子供たちの理科への関心を高めてもら
おうと、11月23日、平鹿中学校理科室を会場に「理科
おたのしみ広場」が開催されました。
　この催しは、「理科おたのしみ広場」実行委員会（渡
部尚男実行委員長）が自主研修のために秋田を訪れた
県外の理科教師の方々に呼びかけ実現したもの。大気
圧の力を利用し、ピンポン球でアルミ缶を打ち抜いた
り、マイナス196度の液体窒素の性質を学ぶ実験など、
授業では体験することのできない実験を楽しみました。 液体窒素に浸したホウレンソウは、手で握ると粉々になりました

間伐材を再利用
■クリスマスツリーの飾りつけ（十文字）
　間伐材の有効利用と「緑を大切にする心」を育むこ
とを目的に、このほど（財）秋田県林業公社から県内の
幼稚園、保育所等へ間伐材のクリスマスツリーが寄贈
され、11月29日に植田保育所でこれを利用したクリス
マスツリーの飾りつけ作業が行われました。
　子どもたちは、２㍍近くある大きなツリーに歓声を
あげ、願い事を書き込んだカードやリースなどで飾り
つけ作業を開始。次第に色鮮やかさを増すツリーを見
上げては、クリスマスの訪れを心待ちにしていました。 メッセージカードを飾りつける子どもたち

世代超え交流を楽しむ
■ニュースポーツチャンピオンカップ（大森）
　11月23日、大森体育館で第５回ニュースポーツチャ
ンピオンカップが開催されました。この催しは、雄物
川・大森・大雄地区の生涯学習センターの共催による
もので、今年で５回目になります。
　競技は、スマイルボウリング、ユニカール、スポー
ツ吹き矢の３種目で、市内の老人クラブやスポーツ少
年団など約15 0人が参加。会場では、日頃の練習成果
を発揮しようと張り切る参加者たちの姿や、世代を超
えて和気あいあいと交流する姿が見られました。

住民も撮影に参加
■十文字映画塾が地元でロケ（十文字）
　来年２月、あきた十文字映画祭で上映される「白鳥
の来る町（仮題）」の撮影が11月22日から25日までの４
日間、十文字地域を中心に行われました。　 
　今回は、地域に親交の深い俳優、綾田俊樹さんの初
監督・脚本作品で、同映画祭がプロの役者やスタッフ
たちと共同で映画製作にあたっているものです。初日
はあいにくの大雪でしたが、白鳥飛来地やリンゴ園な
ど市内十数箇所で撮影。住民もプロに混じって出演し、
方言を交えた地元らしさ溢れる撮影が行われました。綾田監督と地元住民も出演しての撮影シーン

子どもたちもユニカールに挑戦！熱い応援が試合を盛り上げました

『
押
し
貸
し
』に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

自
分
の
口
座
に
覚
え
の
な
い
お
金

が
振
り
込
ま
れ
、
数
日
後
に
法
外
な

利
息
の
請
求
を
受
け
る『
押
し
貸
し
』

と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
も
し
も
こ
の
よ
う
な
振
り

込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
振
り
込
ま

れ
た
金
額
か
ら
手
数
料
を
差
し
引
い

た
額
を
相
手
に
送
り
返
す
な
ど
の
対

応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
横
手
市
消
費
生
活
相
談

　

窓
口
　

３
２
‐
２
１
１
１
、
市
産

　

業
経
済
部
商
工
労
働
課
　

４
５
‐

　

５
５
１
６

保
険
給
付
金
詐
欺
の
電
話
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

「
保
険
の
給
付
金
を
３
万
円
ほ
ど

お
返
し
し
た
い
」
と
い
う
電
話
が
あ

り
、
指
定
さ
れ
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

に
連
絡
す
る
と
、
保
険
事
務
所
を
名

乗
る
男
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
促

す
事
例
が
起
き
て
い
ま
す
。
市
や
社

会
保
険
事
務
局
で
は
、
電
話
に
よ
る

給
付
金
返
還
の
連
絡
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
も
し
も
、
指
示
さ
れ
た
と
お

り
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
と
、
手
数
料
が
必

要
に
な
る
な
ど
言
わ
れ
、
お
金
を
だ

ま
し
取
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
商
工
労

　

働
課
　

４
５
‐
５
５
１
６

市
立
横
手
病
院
乳
児
健
診
実
施
日

変
更
の
お
知
ら
せ

　

市
立
横
手
病
院
で
行
う
乳
児
健
診

は
、
10
月
か
ら
第
５
木
曜
日
は
実
施

し
な
い
こ
と
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

11
月
の
第
５
木
曜
日
を
予
定
し
て
い

た
方
に
つ
い
て
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

◆
変
更
後
の
診
察
日
／
毎
週
火
曜
日

　

の
午
後
、
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

　

の
午
後

◆
問
合
せ
／
市
立
横
手
病
院
医
事
課

　
　

３
２
‐
５
０
０
１

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
検
査
の
お
知
ら
せ

　

横
手
保
健
所
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
検
査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
検
査
に
は
予
約
が
必
要
で
す
が
、

相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
実
施
日
時
／
毎
月
第
１
火
曜
日
午

　

前
９
時
〜
正
午
（
午
前
中
の
み
）
、

　

第
３
火
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
・

　

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
（
午
前
中

　

と
夜
間
）

◆
申
込
み
／
横
手
保
健
所
疾
病
予
防
・

　

医
薬
班
　

３
２
‐
４
０
０
５

ツ
リ
ー
の
光
と
音
楽
で
、
メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
！

　

冬
の
夜
空
を
幻
想
的
な
光
で
映
し

出
す『
槻
の
木
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』。

今
年
で
20
周
年
を
迎
え
た
記
念
企
画

と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ギ
タ
ー
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
フ
ル

ー
ト
の
演
奏
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
22
日（
土
）午
後
６
時

　

開
演
（
５
時
開
場
）

◆
場
所
／
浅
舞
感
恩
講
保
育
園
お
ゆ

　

う
ぎ
室

◆
定
員
／
60
名
（
小
学
校
高
学
年
以

　

上
）

◆
入
場
料
／
５
０
０
円
（
フ
リ
ー
ド

　

リ
ン
ク
付
）

◆
問
合
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
槻
の

　

木
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
実
行
委
員

　

会（
平
鹿
地
域
局
産
業
振
興
課
内
）

　
　

２
４
‐
１
１
１
８

横
手
駅
前
再
開
発
事
業
の
都
市
計

画
変
更
案
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　

横
手
駅
東
口
第
一
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
に
関
す
る
都
市
計

画
変
更
案
の
関
係
図
書
を
縦
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

◆
期
間
／
12
月
10
日（
月
）〜
24
日（
月
）

◆
場
所
／
十
文
字
庁
舎
２
階
市
建
設

　

部
都
市
計
画
課
、
横
手
庁
舎
４
階

　

横
手
地
域
局
地
域
維
持
課
（
閉
庁

　

日
は
各
庁
舎
日
直
カ
ウ
ン
タ
ー
）

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　

開
発
調
整
担
当
　

４
２
‐
５
１
１
７

不
要
な
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
譲
り
く

だ
さ
い

　

横
手
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
第
25

回
『
国
際
交
流
カ
レ
ン
ダ
ー
を
送
る

会
』
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
会
で
は
、

平
和
と
文
化
の
架
け
橋
に
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
カ
レ
ン

ダ
ー
の
中
か
ら
日
本
色
豊
か
な
も
の

を
選
び
、
海
外
10
か
国
26
団
体
に
送

っ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
余
分
な
カ
レ
ン
ダ
ー
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
１
月
９
日（
水
）ま

で
左
記
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◆
持
込
場
所
／
横
手
地
域
局
１
階
総

　

合
案
内
窓
口
、
県
南
部
男
女
共
同

　

参
画
セ
ン
タ
ー
（
神
明
町
）
、
明

　

照
保
育
園
（
前
郷
一
番
町
）

◆
問
合
せ
／
横
手
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　

　

３
２
‐
９
６
８
３

私
有
地
の
立
ち
入
り
調
査
に
ご
理

解
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
の

あ
る
場
所
を
調
査
し
ま
す
。
調
査
の

際
は
「
秋
田
県
」
の
腕
章
を
付
け
、

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
調
査
員
が

皆
さ
ん
の
住
宅
の
敷
地
内
や
畑
、
山

林
な
ど
に
入
っ
て
調
査
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
調
査
期
間
／
12
月
上
旬
〜
１
月
下

　

旬
◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
河

　

川
砂
防
課
　

３
２
‐
６
２
１
０

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

平
鹿
総
合
病
院
で
は
、
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
車

い
す
で
の
誘
導
や
院
内
の
案
内
な
ど

を
中
心
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
得

意
分
野
に
応
じ
て
活
動
い
た
だ
け
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
平
鹿
総
合
病
院
医
事
課

　
　

３
２
‐
５
１
２
１

Information

情
報

　工業統計調査は、国内の製造業
の実態を明らかにするため、製造
業の事業所を対象に実施されるも
のです。調査票に記入いただいた
内容は、統計法に基づき秘密が厳
守されますので、正確なご記入を
お願いします。
　12月下旬から調査員が市内の各
事業所を訪問しますので、ご協力
をお願いします。
■問合せ
　市総務企画部企画課統計担当
　　35-2164

製造事業所の皆さんへ製造事業所の皆さんへ

工業統計調査に
　　　ご協力ください
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青い目の人形来日80周年記念式典
　故ギューリック博士が日米親善を目的に、日本に『青
い目の人形』を贈ってから今年で80年となります。太平
洋戦争の始まりで敵国の人形として多くが処分された中、
県内に現存している11体を一堂に展示公開します。当日
は、横手南小学校児童による合唱なども行われます。
●日時／12月20日（木）午後１時30分～３時30分　●場所
／横手南小学校体育館（入場自由）　●問合せ／横手か
まくらボランティア協会 会長 浅利さん 　32－2323

ジュニアスキー教室
●日時／１月５日（土）・６日（日）、午前９時30分～正午
●場所／横手公園スキー場　●対象／小中学生（親子で
の参加も可）　●参加費／500円（リフト代は別）　●申
込期限／１月４日（金）　●申込み／ＮＰＯ法人よこてス
ポーツクラブ（横手体育館内）　33－2102

オカリナアンサンブルによるクリスマス演奏会
　日ごろの練習の成果の発表会です。受講生も随時募集
しています。
●日時／12月23日（日）午後１時30分　●場所／サンサン
横手ホール　●問合せ／日高見さん 　090－4918－4674

歌の好きな人集まれ！　思いっきり歌声喫茶
　『冬景色』や『ペチカ』など20曲以上を歌います。
●日時／１月10日（木）午後７時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町）　●参加費／1,000円（軽食付）　●問
合せ／レストラン煉瓦屋 　33－2811

ニュースポーツで交流しよう!!
　誰でも参加できる様々なニュースポーツを用意してい
ます。参加者同士で交流を深めてみませんか。
●日時／１月19日（土）午後１時30分　●場所／横手体育
館　●参加費／100円　●内容／スポーツチャンバラ、ス
ポーツ吹矢、ユニカール、バウンドテニス、バルバレー
など８種目　●申込期限／１月11日（金）　●申込み／Ｎ
ＰＯ法人よこてスポーツクラブ（横手体育館内）　33－
2102

あきたアドベンチャーキャンプin保呂羽
　紙風船あげやかんじきハイキングなど、ふだん体験す
ることができない活動がいっぱいです。新しい友達や楽
しい思い出作りをしてみませんか。
●日程／２月９日（土）～11日（月）　●場所／保呂羽山少
年自然の家　●対象／県内の小学生　●定員／60名　●
募集期間／１月18日（金）まで　●問合せ／保呂羽山少年
自然の家 　26－6011

ナンの館　月例市民将棋大会
●日時／１月２日（水）午前10時　●場所／軽食喫茶『ナ
ンの館』（十文字町梨木）　●会費／1,000円（昼食付）
●問合せ／佐藤さん 　090－3365－2720

絵画の基本を学ぶ『裸婦デッサン会』
●日時／１月11日（金）～13日（日）、午前９時30分～午後
４時30分　●場所／横手市民会館２階　●参加費／１日
4,000円（学生3,000円）　●問合せ／掛札さん　32－5545

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

idobata  plaza
どばたプラザい 市民団体やＮＰＯなど行政以外からの

お知らせを掲載するコーナーです。

醍醐保育園（平鹿）ゆり組のおともだち

平
成
　

年
度
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
業

者
研
修
生
を
募
集
（
二
次
募
集
）

　

県
で
は
、
農
業
試
験
場
や
果
樹
試

験
場
な
ど
で
農
業
技
術
を
習
得
し
、

就
農
に
生
か
そ
う
と
す
る
農
業
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
研
修
期
間
／
２
年
間
（
平
成
20
年

　

度
〜
21
年
度
）

◆
募
集
定
員
／
全
県
で
13
人
程
度

◆
受
講
資
格
／
①
新
た
に
農
業
を
始

　

め
よ
う
と
す
る
方
、
ま
た
は
、
農

　

業
で
自
立
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が

　

高
く
、
研
修
修
了
後
に
県
内
就
農

　

が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
方
。
②
申

　

請
時
、
40
歳
未
満
の
方
。
③
学
校

　

長
お
よ
び
農
協
組
合
長
等
の
推
薦

　

が
得
ら
れ
る
方
。
（
①
か
ら
③
の

　

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
）

◆
募
集
期
限
／
１
月
25
日（
金
）

◆
申
込
み
／
各
地
域
局
産
業
振
興
課

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
農
政
課

　
　

４
５
‐
５
５
２
２

地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
研
修
会

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
の
仕

方
や
利
用
の
仕
方
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
礎
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
22
日（
土
）午
前
９
時

　

45
分
〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
県
立
横
手
養
護
学
校

◆
参
加
費
／
無
料
（
当
日
作
成
し
た

　

デ
ー
タ
を
持
ち
帰
り
た
い
方
は
、

　

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い
）

◆
問
合
せ
／
横
手
養
護
学
校
　

３
３

　

‐
４
１
６
６

放
送
大
学
　

平
成
　

年
度
第
１
期

学
生
募
集
（
４
月
入
学
）

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ（
ス

カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）
で
授
業

を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

◆
募
集
学
生
／
【
教
養
学
部
】
全
科

　

履
修
生（
卒
業
を
目
指
す
）、
選
科

　

履
修
生（
１
年
間
在
学
）、
科
目
履

　

修
生（
半
年
間
在
学
）【
大
学
院
】

　

修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
）、
修

　

士
科
目
生（
半
年
間
在
学
）

◆
募
集
期
限
／
２
月
29
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ

　

ン
タ
ー
　

０
１
８
‐
８
３
１
‐
１

　

９
９
７

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

現
在
仕
事
を
し
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
講
習
会
で
す
。

◆
講
習
内
容
・
開
催
期
日
／

　

○
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
請
求
書
作
成

　
　

講
習
（
定
員
10
名
）
、
１
月
８

　
　

日（
火
）・
９
日（
水
）

　

○
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
建
築
積
算
・

　
　

見
積
（
定
員
15
名
）
、
１
月
15

　
　

日（
火
）・
16
日（
水
）

　

○
か
ん
な
台
下
端
調
整
講
習
（
定

　
　

員
10
名
）
、
１
月
16
日（
水
）・

　
　

17
日（
木
）

　

○
電
気
工
事
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作

　
　

講
習
（
定
員
10
名
）
、
１
月
16

　
　

日（
水
）・
17
日（
木
）

　

○
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
講
習
（
定

　
　

員
10
名
）
１
月
17
日（
木
）・
18

　
　

日（
金
）

　

○
ワ
ー
ド
活
用
術
の
実
際
講
習
　

　
　

（
定
員
15
名
）、１
月
17
日（
木
）・

　
　

18
日（
金
）

　

○
電
気
工
事
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
図
作

　
　

成
講
習
（
定
員
10
名
）
、
１
月

　
　

23
日（
水
）・
24
日（
木
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

　

別
途
）

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校
民
間

　

訓
練
支
援
室
　

０
１
８
７
‐
６
２

　

‐
６
３
２
１

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正
さ
れ

ま
す

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
20
年

１
月
11
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
今
年

の
通
常
国
会
で
保
護
命
令
制
度
の
拡

充
等
を
定
め
た
、
配
偶
者
暴
力
防
止

法
の
一
部
改
正
法
が
成
立
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
改
正
の
主
な
内
容
／

　

○
保
護
命
令
制
度
の
拡
充
（
生
命

　
　

ま
た
は
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を

　
　

受
け
た
被
害
者
に
係
る
保
護
命

　
　

令
、
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護

　
　

命
令
、
被
害
者
の
親
族
等
へ
の

　
　

接
近
禁
止
命
令
）

　

○
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の
努

　
　

力
義
務
等

◆
問
合
せ
／
県
健
康
福
祉
部
子
育
て

　

支
援
課
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
１

　

３
４
５

◆
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
談
窓
口
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局

　

福
祉
環
境
部
　

３
２
‐
３
２
９
４

環境保全センター営業日

～入浴時の事故防止～

年末年始の

　年末年始の各環境保全センターの営
業日等は、次のとおりです。休業日は
集積所収集も休みになりますので、ご
協力をお願いします。

　12月28日（金）　　　　　　営 業
　　　29日（土）・30日（日）　休 業
　　　31日（月）　　　　　　営 業
　１月１日（火）～３日（木）　休 業
　　　４日（金）　　　　　　営 業

■各地域の問合せ先
　横手・山内
　　東部環境保全センター　33-3996
　増田・平鹿・十文字
　　南部環境保全センター　42-1403
　雄物川・大森・大雄
　　西部環境保全センター　26-2108

■雄物川（中央）図書館年末特別開館
　日時／12月29日（土）・30日（日）、午前８時30分～午後５時
■年末年始の休館日
　12月29日～１月３日　増田・平鹿・大森・十文字・山内・大雄
　12月29日～１月４日　横手
　12月31日～１月４日　雄物川

寒くなると入浴時の事故が発生しやすくなります。入浴すると
きは次のことに心がけてください。
＊脱衣所や浴室内を前もって暖めておく。
＊湯温を高くしない。また、入浴前後は水分補給をする。
＊飲酒後の入浴は控える。
＊入浴前には家族に声を掛ける。入浴中は家族が声を掛け、状
　況を把握する。

図書館からのお知らせ 問合せは各図書館、または
中央図書館（　22-2300）へ

消防本部からのお知らせ

20

20

ひ たか み
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児健診・予防接種乳 談相乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

         
【横手地域】　■場所　横手保健センター
ポリオワクチン接種
　日　時　12月18日（火）　受付13：00～13：45
　　１回目対象者（平成19年６月生まれ）
　　２回目対象者（平成18年12月生まれ）
　日　時　12月19日（水）　受付13：00～13：45
　　１回目対象者（平成19年７月生まれ）
　　２回目対象者（平成19年１月生まれ）
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
４か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　12月26日（水）　受付13：10～13：20
７か月児健診（平成19年５月生まれ）
　日　時　12月26日（水）　受付12：45～12：55
10か月児健診（平成19年２月生まれ）
　日　時　12月26日（水）　受付13：00～13：10
１歳６か月児健診（平成18年４月～６月生まれ）
　日　時　12月25日（火）　受付12：40～12：50
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
ＢＣＧ予防接種（平成19年９月生まれ）
　日　時　12月26日（水）　受付13：00～13：30
【十文字地域】　■場所　幸福会館
１歳６か月児健診（平成18年４月～５月生まれ）
　日　時　12月20日（木）　受付12：50～13：30
３歳児健診（平成16年４月～５月生まれ）
　日　時　12月19日（水）　受付12：50～13：30
ＢＣＧ予防接種（平成19年８月～９月生まれ）
　日　時　12月26日（水）　受付12：50～13：20

【横手地域】
無料法律相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　12月19日（水）　13：00～15：00（要予約）
　申込み　市福祉環境部国保市民課　35-2176
心配ごと相談所
　日　時　12月20・27日（木）　９：30～12：00
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
育児相談
　毎週月曜～金曜日　９:00～17:00
　※本年は12月28日までとなります。来年は１月４日から
　　相談業務を行います。
　場所・問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談
　毎週月曜～木曜日　10:00～12:00　13:00～15:00
　※本年は12月27日までとなります。来年は１月７日から
　　相談業務を行います。
　場所・問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
心配ごと相談
　日　時　12月20・27日（木）　９:30～12:00
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
心配ごと相談
　日　時　12月19・26日（水）　９:30～12:00
【大森地域】　
心配ごと相談所　■場所　高齢者等保健福祉センター
　日　時　12月18・25日（火）　９：30～12：00
無料法律相談所　■場所　高齢者等保健福祉センター
　日　時　12月21日（金）　10:00～12：00
　※12月19日（水）まで電話（　26-3274）予約が必要です。
健康相談・栄養教室　■場所　大森健康温泉
　日　時　12月26日（水）　10：00～11：00
　問合せ　大森地域局福祉保健課　26-4030
【十文字地域】
心配ごと相談所　■場所　幸福会館
　日　時　12月21・28日（金）　９:30～12:00
育児相談「相談のおもちゃ箱」　■場所　植田保育所
　日　時　12月19日(水)　15：30～
　問合せ　子育て支援センターさくらんぼ　55-2255
【山内地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談所
　日　時　12月18・25日（火）　９:30～12:00
無料法律相談所
　日　時　12月28日（金）　10：00～12：00
　※事前に予約が必要です。
　　横手市社会福祉協議会山内福祉センター　53-3009
【大雄地域】　■場所　福祉センター
行政相談
　日　時　12月21日（金）　９:30～12:00
心配ごと相談
　日　時　12月21・28日（金）　９:30～12:00

血日程献
実施時間

10:00～11:15

12:30～13:15

13:30～14:45

15:00～16:00

10:00～11:30

13:00～16:00

10:00～11:30

12:45～14:15

月　日 地　域 種　類献血実施場所

西山製作所（株）秋田工場

えがおの丘

ＪＡおものがわ本所

マックスバリュ新雄物川店

品川合成製作所

市役所 平鹿庁舎

東日本高速道路（株）東北支社横手管理事務所

横手モータースクール

日当番医休
12月23日（日）

12月24日（月）

12月30日（日）

１月１日（火）

１月２日（水）

１月３日（木）

小児救急外来　平鹿総合病院　32-5124
日曜夜間（受付18:00～21:00、診療18:30～21:30）　

横手町

前郷二番町

下三枚橋

寿町

前郷一番町

婦気大堤

　35-7020 

　36-2221 

　35-5777

　33-2256 

　32-0682 

　33-7533

渡辺内科循環器科医院

細谷内科医院

いそべレディスクリニック

千葉小児科医院

八木橋医院

和賀胃腸科内科医院

口と世帯人
人　口 総数

　男
　女

104,153人
49,554人 
54,599人

（-112）
（ -60）
（ -52）

世帯数 33,924戸 （ -25）

11月末日現在（前月比）

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　　12月16・24・29日～31日、１月１日～４日
増田図書館　　　12月23・25・29日～31日、１月１日～３日
平鹿図書館　　　12月23・24・29日～31日、１月１日～３日
雄物川図書館　　12月24・31日、１月１日～４日
大森図書館　　　12月17・23・24・29日～31日、１月１日～３日
十文字図書館　　12月23・24・29日～31日、１月１日～３日
山内図書館　　　12月22・23・24・29日～31日、１月１日～３日
大雄図書館　　　12月23・24・29日～31日、１月１日～３日
ゆっぷる　　　　12月19日
雄物川資料館　　12月25・29日～31日、１月１日～３日
えがおの丘　　　12月25・31日
三吉山荘　　　　12月18・25・31日、１月１日
大森健康温泉　　12月17・25・31日、１月１日～３日
ゆとりおん大雄　12月20日
シルバーエリア　12月17・25・31日、１月１日
健康の駅トレーニングセンター
　　　　　　　　12月19・26・28日～31日、１月１日～６日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　12月17・25・31日、１月１日

療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　12月19・26日（水）
　診療時間　14：00～15：30
狙半内診療所（内科）
　診 療 日　12月18日（火）
　診療時間　13:30～14:00

【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　12月19・26日（水）
　診療時間　14:30～15:30
大沢診療所
　診 療 日　12月25日（火）
　診療時間　13:30～14:30

12月18日（火）雄物川 全　血

12月20日（木）平　鹿 全　血

12月26日（水）横　手 全　血
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イベントカレンダーE
15
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30
31 
1 
2
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12/

1/

Pick up Calendar vent

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

12月15日～1月3日
槻の木光のファンタジー（プレイベント13：00
～、点灯式17：00～、平鹿生涯学習センター駐
車場）

青い目の人形来日80周年記念式典（13：30～
15：30、横手南小学校体育館）

ケヤキ並木のイルミネーション（～1月7日、大
森庁舎前）

比叡山三十番神神社「大松明」（0：00～、山内筏
地区比叡山三十番神神社境内）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ケヤキ並木のイルミネーション

　除夜の鐘が鳴り終わった１月１日の午前零時過ぎ、山内地
域の『筏の大杉』で知られる比叡山三十番神神社に古くから
伝わる『大松明』の祭典が行われます。長さ５メートルほど
の麻殻の束２本を東西に立てて燃やし、その燃え具合でその
１年の吉凶を占います。その後、大杉の前ではまわし姿の若
者たちによる奉納相撲が披露されます。
◆日　時／１月１日（火）0：00～
◆場　所／山内地域筏地区　比叡山三十番神神社境内
◆問合せ／筏大松明保存会 会長 伊藤茂光さん　53－2359

　大森地域住民にとって冬の風物詩となっている『ケヤキ並
木のイルミネーション』。８年目となる今年は初の試みとし
て、大森庁舎前の８本のケヤキに白色発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）を用いて光をあしらいます。
　幻想的な光の演出に訪れてみてはいかがでしょう。
◆点灯期間／12月21日（金）～１月７日（月）
◆点灯時間／16：00～23：00
◆問 合 せ／大森地域局産業振興課　26－2117

ppppppppppPick upPick upPick upPick upkPick upPick up

ppPick upPick upPick up
■12月21日（金）～１月７日（月）

南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　16日（日） 「ドラえもん　のび太と
　　　　　　ドラビアンナイト」　　　【101分】
　23日（日） 「名探偵コナン　水平線上の陰謀」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【107分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

●第28回平鹿創作館まつり
　日　時／12月17日（月）10：00～
　場　所／平鹿農家高齢者創作館
　内　容／醍醐地域の高齢者による手作りの
　　　　　お菓子やしめ飾りなどの展示即売
　問合せ／平鹿地域局産業振興課　24-1118

■１月１日（火）

比叡山三十番神神社『大松明』

比叡山三十番神神社で行われる奉納相撲の様子

ひ えい ざん さん ばん じん おお たい まつじゅう

いかだ

あさ がら
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あ
り
が
と
う
大
沢
小
学
校

大
沢
小
学
校
閉
校
式

あいさつを述べる阿部誠校長

全校児童38人が熱い思いを込めて校歌を斉唱。 　

平
成
20
年
３
月
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
大
沢
小
学
校
の

閉
校
式
典
が
12
月
２
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
児
童

38
人
の
ほ
か
、
学
校
関
係
者
や
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど
約

２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　

式
で
は
、
阿
部
誠
校
長
が
「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
輝
き
を
続
け
て
頑

張
っ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
全
校
児
童
が

「
大
沢
小
学
校
と
の
思
い
出
は
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。
そ

の
思
い
出
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
輝
い
て
い
き
ま
す
。
大

沢
小
学
校
、
あ
り
が
と
う
」
と
「
思
い
出
の
こ
と
ば
」
を

述
べ
、
学
校
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
席
者

全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で
は
、
長
い
歴
史
に
思
い
を
は
せ

て
保
護
者
や
卒
業
生
た
ち
が
涙
ぐ
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　

大
沢
小
学
校
は
、
明
治
８
年
に
「
大
沢
学
校
」
と
し
て

創
立
。
以
来
１
３
２
年
に
わ
た
り
３
千
人
以
上
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
閉
校
後
は
福
地
小
学
校
と
統

合
し
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
新
た
な
学
舎
で
学
ぶ
こ
と
と
な

り
ま
す
。


